
国立病院機構 小倉医療センターだより 2024年12月号

― 医療従事者研修について―

研 修 名開催日

第2回KOKURA産婦人科フォーラム（ハイブリッド開催）
R7年1月28日(木)

時間 19:00～

小倉小児科医会臨床懇話会(Web講習会）
12月26日(木)
時間 19:00～

― 健康教室について―
「糖尿病健康教室」「産婦人科教室」の開催予定はございません

国立病院機構 小倉医療センター 〒802-8533 北九州市小倉南区春ケ丘10-1

【診療科】糖尿病・内分泌代謝内科、血液内科、肝臓内科、消化器内科、循環器内科、
整形外科、外科一般・消化器外科、乳腺外科、小児外科、小児科、産婦人科、
皮膚科、眼科、精神科、放射線科、臨床検査科、麻酔科

◆ご紹介・研修に関してのお問い合わせは、地域医療連携室をご利用下さい
(病院代表） FAX 093-522-5072    TEL 093-921-8881
(地域医療連携室) FAX 093-921-8892 TEL 093-921-8887(紹介患者専用ダイヤル）

循環器： 鈴木・・・12/12、12/13、12/16
整形外科：今井・・・12/2～12/4
精神科： 朝枝・・・12/3、12/10、12/17、12/24

重光・・・12/4、12/11、12/18、12/25
鮫島・・・12/2、12/9、12/16、12/23

産婦人科：田邉(優)・12/5、12/9、12/10
森岡・・・12/2、12/3、12/9、12/10
藤川・・・12/3、12/4、12/10、12/11
光山・・・12/6、12/11
竹内・・・12/2、12/4、12/11
宮原・・・12/5、12/4、12/11
田邉(美)・12/2、12/3、12/9
石橋・・・12/5
牛島・・・12/2、12/6、12/9
近藤・・・12/6

歯科： 尾崎・・・12/16

小児科： 山喜多・・12/4
川上・・・12/11
中尾(慎)・12/3
米良・・・12/4
楢崎・・・12/5、12/9～12/11
中嶋・・・12/4
緒方・・・12/4
安成・・・12/2、12/6、12/9
楠本・・・12/11
安永・・・12/5
田中・・・12/6、12/9
湯浅・・・12/3、
福田・・・12/6、12/9
倉田・・・12/2
河原・・・12/10

※休診のお知らせ （11/21現在）
12/13（金） 循環器内科
12/16（月） 歯科

※医師不在のお知らせ（11/21現在）



国立病院機構 小倉医療センターだより 2024年12月号

参加総数 66名、（院外 23名、院内 46名）
アンケート回答数 57
【アンケート結果】
（1）今回の事例検討会は今後に活かせる内容でしたか。

（2）グループディスカッションは十分に行えましたか。

87%

13%

0%

1: 活かせる

2: まあまあ活かせる

3: あまり分活かせない

62%

29%

7%

2%
1: 行えた

2: まあまあ行えた

3: あまり行えなかった

4: 行えなかった

当日は、院外から医師、看護師、ST（言語聴覚士）など23名にご参加いただきました。
今回、事例検討会を通して患者・家族の意思決定支援の重要性と在宅療養支援について
深く学ぶことができました。今回の学び・気づきを活かし、更なる連携強化を図ってい
きたいと思います。今後も年2回の頻度でこの会議を継続する予定であり、皆様とより充
実した連携の場にしていきたいと考えていますので、今後とも何卒よろしくお願い申し
上げます。
最後になりましたがご多忙の中、ご参加いただきました皆様に心より御礼申し上げま

す。
地域医療連携室係⾧ 甲斐



小 倉 医 療 セ ン タ ー 外 来 診 療 担 当 表
令和６年１２月１日現在

備考

当 番 医 当 番 医 当 番 医 当 番 医 当 番 医
新患担当は、内科系医師の交代制
です。

佐 藤 丈 顕 佐 藤 丈 顕 佐 藤 丈 顕 國 吉 政 美 國 吉 政 美

武 藤 敏 孝 髙 月 浩 武 藤 敏 孝 髙 月 浩
※血液内科について下記欄外参照
ください。

的 場 ゆ か 今 薗 直 博 的 場 ゆ か 的 場 ゆ か 今 薗 直 博

林 加 野 堤 田 夏 生 林 加 野 林 加 野 山 田 健 太 郎

山 田 健 太 郎 阿 部 隼 希 堤 田 夏 生 阿 部 隼 希 阿 部 隼 希

鈴 木 哲 鈴 木 哲 ◆
新患：連携室へ事前相談(急患不可)
◆他院より派遣医師

河 邉 顕 村 尾 寛 之 河 邉 顕 村 尾 寛 之 河 邉 顕 膵疾患は河邉医師が担当。

林 康 代 林 康 代 林 康 代 村 尾 寛 之

鈴 木 宏 往 田 辺 嘉 高 田 辺 嘉 高 堤 宏 介 田 邊 麗 子

山 田 裕

堤 宏 介 轟 木 秀 一 ◇ 予 約 の み 轟 木 秀 一 轟 木 秀 一 ◇印　予約のみ

山 田 裕

深 川 真 吾
　  

今 井 稜 深 川 真 吾 長 谷 川 晃 大 深 川 真 吾

長 谷 川 晃 大 長 谷 川 晃 大 今 井 稜

安 部 健 吾 今 井 稜 安 部 健 吾

◇ ※ 牧 村 美 佳 △ 安 成 大 輔 ◇ 牧 村 美 佳 河 原 典 子 ◎ 大 野 拓 郎 ◎循環器外来（予約制）

安 永 由 紀 恵 安 永 由 紀 恵 松 永 千 恵 中 尾 槙 吾 河 原 典 子 △ｱﾚﾙｷﾞｰ外来（予約制）

米 良 智 子 中 尾 泰 介 河 原 典 子 米 良 智 子 牧 村 美 佳 ☆神経外来（予約制）

中 嶋 敏 紀 ☆ 渡 辺 恭 子 ◎ 大 野 拓 郎 ☆ ※ 緒 方 怜 奈 ◎ 古 賀 大 貴 ◇内分泌外来（予約制）

中 嶋 敏 紀 ● 安 永 由 紀 恵 中 尾 泰 介 ☆ 渡 辺 恭 子 □新生児外来（予約制）

☆ 緒 方 怜 奈
◇ 九 大 よ り 派 遣
（ 第 2 ・ 4 週 ）

☆ 緒 方 怜 奈 ※初診のみ

☆ 安 永 由 紀 恵 ●予約制

専門外来新患は要電話予約

 (9：00-14：30電話受付)

詳しくは病院ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

１か月健診：松永 ※ △ 安 成 大 輔 ◇ 牧 村 美 佳 １ か 月 健 診 ： 福 田 △ 米 良 智 子

中 尾 槙 吾 中 嶋 敏 紀 倉 田 浩 昭 田 中 幸 一 倉 田 浩 昭

中 嶋 敏 紀 楢 崎 健 太 郎 湯 浅 千 春 川 上 勲 湯 浅 千 春

◎ ※ 古 賀 大 貴 ☆ 渡 辺 恭 子 ◎ 大 野 拓 郎 ◎ 古 賀 大 貴 ◎ 古 賀 大 貴

山 喜 多 悠 一 ☆ 緒 方 怜 奈
☆ 九 大 よ り 派 遣
（ 第 3 週 ）

☆ 緒 方 怜 奈 ☆ 渡 辺 恭 子

☆ 緒 方 怜 奈
☆ 安 永 由 紀 恵

生 野 猛 ＊ 生 野 猛 ◎小児泌尿器外来

＊ 生 野 久 美 子 生 野 久 美 子 ＊印　新患担当

中 村 晶 俊 ＊ 橋 本 佳 子 中 村 晶 俊

橋 本 佳 子 橋 本 佳 子 急患は随時対応

宮 原 英 之 光 山 丈 彦 田 邉 優 介 熊 谷 晴 介 德 田 諭 道 ＊印　新患担当

河 村 京 子 ＊ 川 越 秀 洋 河 村 京 子 ＊ 川 越 秀 洋 竹 内 一 輝 新患は紹介患者様のみ

＊ 川 上 浩 介 近 藤 恵 美 ＊ 川 上 浩 介 光 山 丈 彦 ＊ 川 上 浩 介

竹 内 一 輝 牟 田 満 森 岡 将 来 牟 田 満 田 邉 美 紀

北 川 麻 里 江 吉 里 俊 幸 徳 田 諭 道 近 藤 恵 美 北 川 麻 里 江

藤 川 梨 恵 牛 島 崇 牛 島 崇 森 岡 将 来 宮 原 英 之

石 橋 弘 樹 石 橋 弘 樹 藤 川 梨 恵

［手術日］

土 井 和 子 土 井 和 子 土 井 和 子 土 井 和 子 土 井 和 子

古 森 環 古 森 環 古 森 環 古 森 環 古 森 環

能 美 典 正 海 津 嘉 弘 宮 城 美 智 子 能 美 典 正 能 美 典 正

海 津 嘉 弘 浅 原 裕 樹 海 津 嘉 弘 熊野・海津(奇数週) 海 津 嘉 弘

浅 原 裕 樹 浅 原 裕 樹 下川・浅原(偶数週) 浅 原 裕 樹

［手術日］ ［手術日］

＊ 磯 村 周 一 ＊ 権 藤 知 子 ＊ 知 識 裕 喜 磯 村 周 一 ＊ 鮫 島 健 輔 ＊印　新患担当

今 村 眞 帆 今 村 眞 帆 磯 村 周 一 今 村 眞 帆 磯 村 周 一

知 識 裕 喜 知 識 裕 喜 今 村 眞 帆 権 藤 知 子 今 村 眞 帆

朝 枝 翼 鮫 島 健 輔 権 藤 知 子 権 藤 知 子

＊ 重 光 紗 文

野 見 山 弘 行 野 見 山 弘 行 野 見 山 弘 行 野 見 山 弘 行 野 見 山 弘 行

脇 山 浩 明 (午 後 ) 高 木 正 統 ( 午 前 )

◆ ◆ ◆九大より派遣医師

村 尾 寛 之 河 邉 顕 村 尾 寛 之 河 邉 顕 林 康 代

林 康 代 國 吉 政 美

注）：受付時間：午前８：３０～１１：００（急患については、この限りではありません）

注）：不在の場合は担当医が変更になることがあります。

注）：詳しくは、病院ホームページをご覧下さい。

注）：血液内科診療につきまして、診療体制の都合上、新規の紹介患者様の受け入れに、ご迷惑をおかけする場合があります。

消 化 管 内 視 鏡
【 内 線 379 】

◆国立病院機構小倉医療センター◆

〒802-8533　北九州市小倉南区春ヶ丘10-1

ＴＥＬ093-921-8881/ＦＡＸ093-921-8892（地域医療連携室）

放 射 線 科
【 内 線 231 】

耳 鼻 咽 喉 科
【 内 線 8320 】

［休診］ ［休診］ ［休診］

眼 科
【 内 線 212 】

新患：連携室へ事前予約
急患は事前相談を
火・木は10：00で受付終了

精 神 科
新患は要電話予約
(9:00～14:30電話受付)

◆他院より派遣医師

皮 膚 科
【 内 線 8080 】

産 科 ・ 婦 人 科
【 内 線 204 】

［手術日］

泌 尿 器 科
【 内 線 213 】

◆ ［休診］ ［休診］ ◆ ◆

小 児 科 （ 午 後 ）
【 内 線 209 】

小 児 外 科
【 内 線 209 】

［手術日］
（急患のみ可）

［手術日］
（急患のみ可）

◎ 生 野 猛

生 野 久 美 子

整 形 外 科

小 児 科 （ 午 前 ）
【 内 線 209 】

循 環 器 内 科
【 内 線 202 】

消 化 器 内 科
【 内 線 205 】

消化器・一般外科
【 内 線 205 】

乳 腺 外 科
【 内 線 205 】

糖 尿 病 ・ 内 分 泌
代 謝 内 科
【 内 線 264 】

呼 吸 器 内 科
【 内 線 208 】 休　　　診

内科一般（新患）
【 内 線 264 】

肝 臓 内 科
【 内 線 208 】

血 液 内 科
【 内 線 208 】

　　　　　　　　　　　　　　 独立行政法人国立病院機構　　　　　　　　　　　　　　

診療科 月 火 水 木 金
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基本理念 この街には、この病院があるから住みたいと思われるような病院を目指します

診療科紹介
消化器内科 河邉顕、村尾寛之、林康代

消化器内科は、2024年４月から深浦啓太医師に代わり、九州大学病態制御内科から林
康代医師が赴任しました。非常に活発な女性医師です。よろしくお願いいたします。
当科は膵・胆道疾患を河邉が、消化管疾患を村尾、林が担当しております。河邉は膵

臓・胆道癌の早期発見・治療、そして、IgG4関連疾患の診療に力を入れています。特に
胆道癌の化学療法は従来のゲムシタビン＋シスプラチン療法に免疫チェックポイント阻害
薬を併用するレジメンが本邦でも新たに保険収載され注目され、当院でも複数例に投与
し効果をあげています。黄疸や肝胆道系に異常のある患者様のご紹介をお願いいたしま
す。膵癌の早期発見にも積極的に取り組んでおります。膵に異常のある患者様、糖尿病
が悪化した患者様は、膵癌の可能性もあるためぜひご紹介ください。また、IgG4関連疾患
は日本発の症候群であり、厚生労働省指定難病の一つです。当院は「IgG4関連疾患患
者会」（https://igg4.jp/pa/）で”IgG4関連疾患の地域中核病院“として認定されました。
病態解明のためにもぜひご紹介お願いいたします。
村尾・林は消化管癌の内視鏡診断・治療に力をいれています。残念ながら進行癌で診

断されることもあるため、定期的な消化管内視鏡検査を推奨しています。消化管の精査
は当科にご指示ください。また、当科では現在、中等度・重症の潰瘍性大腸炎に対する新
規経口薬の臨床治験に参加しております。本治験はグローバル規模の治験であり、日本
の参加施設5施設の一つに当院も指定されております。症例選定の規定はございますが、
潰瘍性大腸炎の患者様がおられましたら、ぜひ、当科までご紹介お願いいたします。
小倉医療センター消化器内科は、地域医療の活性化、また新しい臨床エビデンスの創

出のために頑張っていきたいと考えております。今後とも、ご指導よろしくお願いいたします。



部門紹介
小児アレルギーセンター

小児科医師 安成 大輔
2023年度に小児アレルギーセンターが設⽴され、本年度で2年⽬を迎えました。2024年4月

から安成大輔、⽶良智⼦の医師2名体制に拡充され、小児のアレルギー疾患のケアにあたって
います。

設⽴当初から注⼒してきた⾷物アレルギー（⾷物経⼝負荷試験）とアトピー性⽪膚炎（スキ
ンケア教育入院）のみならず、気管支喘息、アレルギー性鼻炎/結膜炎などさまざまなアレル
ギーの診断、急性期治療、⻑期的治療、⽣活指導を⾏っています。医師のみならず看護師、薬
剤師、管理栄養⼠といった知識豊かなスタッフ⼀同でひとりひとりの患者さんに寄り添った治
療、助⾔、支援を⾏ってまいります。

毎週⽔曜に⾷物経⼝負荷試験入院を⾏っています。スキンケア教育入院につきましても2泊3
⽇〜4泊5⽇の⽇程で随時受け付けております。また肺機能検査や自己評価シートなどを活用し
て「⾒える化」を進めた気管支喘息管理、アレルギー性鼻炎に対する⾆下免疫療法の導入、難
治性アレルギーに対する⽣物学的製剤の導入など、幅広く小児期のアレルギー疾患に対応いた
しますので、アレルギーでお困りの際はお気軽にご相談ください。

今後ともよろしくお願い申し上げます。

栄養食事指導
管理栄養⼠ 松谷 智⼦

アレルギーの⾷事療法の基本は正しい診断にもとづいた必要最小限の除去です。「念のた
め」や「心配だから」といって必要以上に除去せず、原因⾷物でも“⾷べられる範囲”までは⾷
べることが大切です。当院の⾷物経⼝負荷試験の栄養⾷事指導においてはガイドラインに基づ
き”⾷べられる範囲“の具体的な指導を⾏っています。

栄養⾷事指導は外来診療においても、適宜実施しております。是⾮ご相談ください。

お問い合わせ 〒802-8533 福岡県北九州市小倉南区春ケ丘10番1号
TEL 093-921-8881 FAX 093-922-5072

小児アレルギーセンター⻑ 安成 大輔
小児アレルギーセンター医師 ⽶良 智⼦
栄養管理室⻑ 松谷 智⼦

経⼝負荷試験の風景です小児科医師、看護師、管理栄養⼠など
多職種からなるメンバーで診療にあたります

NHO小倉医療センター INFORMATION     2024年12月

基本理念 この街には、この病院があるから住みたいと思われるような病院を目指します



新規外来開設のお知らせ 
2024 年 12 月より、 

国立病院機構小倉医療センター 産婦人科は 

「女性思春期外来」および「女性アスリート外来」を 

新たに開始いたします。 
第 1・第 3 水曜日、毎週金曜日 14:00 - 16:00 （受付 15:30 迄） 

 

女性思春期外来 
 対象:10 代の女性が抱える婦人科の悩みに対応します。 

主な相談内容: 月経困難症（生理痛がひどい方） 過多月経（出血量が多

い方） 無月経（生理が来ない方） 月経前症候群（PMS による不調）など 

その他:ホルモンバランスや思春期の健康に関するご相談もお受けいたします。 

女性アスリート外来 
 対象:スポーツに取り組む女性アスリート向けの外来です。 

 主な相談内容: トレーニングや競技による月経異常 、エネルギー不足による無

月経 、骨密度低下のリスク評価 、パフォーマンス向上のための栄養・健康管理 

その他:女性特有の身体の変化や内服薬に関するご相談もお受けいたします。 

 

担当医師:石橋弘樹、近藤恵美 

予約・お問い合わせ:地域連携室までお気軽にご連絡ください。 

電話番号:093-921-8887 


